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苫
小
牧
高
専
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　
佐
藤
　
義
則

（
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
教
務
主
事
）

は
じ
め
に

苫
小
牧
高
専
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
緯
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
が
就
業
体
験
を
通
し
て
実
社
会
と

　
の
接
点
を
持
ち
、
職
業
観
の
育
成
や
学
習
意
欲
の
喚
起
を
図
る
な
ど
、

　
教
育
機
関
が
目
標
と
す
る
人
材
を
育
成
す
る
上
で
非
常
に
有
効
な
制

　
度
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
学
生
に
と
っ
て
も
、
単
に
就
業
体
験
の

　
み
な
ら
ず
、
学
生
自
身
の
主
体
的
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
喚
起
、
学

校学
習
の
動
機
付
け
な
ど
様
々
な
教
育
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

門
　
　
苫
小
牧
高
専
で
は
、
企
業
実
習
あ
る
い
は
夏
季
実
習
と
い
う
名
称

専等
で
参
加
希
望
者
の
み
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

高
度
の
教
育
効
果
や
社
会
的
な
定
着
を
踏
ま
え
て
単
位
化
さ
れ
、
さ
ら

。
に
は
長
期
問
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
や
地
域
企
業
と
連
携
し
た

集特
取
組
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　
本
校
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
早
い
時
期
か
ら
「
夏
季

実
習
」
と
い
う
名
称
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
技
術
者
教
育
に
と
っ

て
企
業
や
工
場
で
の
就
業
体
験
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
学
校
側
の
二

ー
ズ
と
、
当
時
の
活
発
な
企
業
の
求
人
活
動
を
背
景
に
継
続
的
に
実

施
さ
れ
て
い
た
。
平
成
一
〇
年
八
月
に
本
校
が
幹
事
校
と
な
っ
て
北

海
道
地
区
国
立
工
業
高
等
専
門
学
校
教
員
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

平
成
九
年
度
の
全
国
高
専
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
状

況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
（
↓



校弾
二
　
苫
小
牧
高
専
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
状

軒等
産
業
経
済
の
変
化
を
背
景
に
、
本
校
に
お
い
て
も
教
員
研
究
集
会

高
●
の
検
討
を
経
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
単
位
化
の
検
討
が
進
め

集
ら
れ
た
。
本
科
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
選
択
科
目
と
し
て
盛
り
込
ま

特
れ
・
平
成
五
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た
専
攻
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

　
は
必
修
科
目
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
（
一
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
単
位
化

　
　
本
校
で
は
、
先
に
述
べ
た
教
員
研
究
集
会
の
議
論
を
受
け
て
「
学

　
外
実
習
の
履
修
に
関
す
る
内
規
」
を
制
定
し
、
平
成
一
一
年
度
か
ら

　
運
用
し
て
い
る
。
実
施
学
年
は
第
四
学
年
の
夏
季
休
業
中
と
し
、
実

　
習
期
間
が
五
日
～
九
日
は
一
単
位
、
一
〇
日
以
上
は
二
単
位
の
選
択

　
科
目
と
し
た
。
し
か
し
、
実
施
内
容
と
単
位
数
の
検
討
を
経
て
、
平

　
成
一
四
年
か
ら
実
習
期
間
の
別
な
く
「
学
外
実
習
」
一
単
位
の
選
択

　
科
目
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
専
攻
科
で
は
、
創
造
性
豊
か
な
実
践
的
技
術
者
育
成
の
た
め
に
企

　
業
活
動
、
研
究
活
動
を
体
験
し
実
社
会
に
お
け
る
技
術
者
に
つ
い
て

　
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
専
攻
科
学

　
生
に
対
し
て
一
年
目
の
夏
季
休
業
中
に
「
学
外
研
修
」
必
修
科
目
と

　
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　
（
二
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
体
制

　
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
は
教
務
委
員
会
の
下
で
審
議
さ
れ
、

専
門
学
科
長
と
当
該
学
生
の
学
級
担
任
教
員
を
中
心
に
専
門
学
科
が

対
応
し
て
い
る
。
同
一
企
業
に
複
数
の
学
生
が
希
望
す
る
場
合
へ
の

対
処
と
し
て
「
学
外
実
習
・
学
外
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
ル
ー
ル
」
を
制

定
し
、
希
望
学
生
の
決
定
ま
で
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
表
1
に
学

外
実
習
・
学
外
研
修
実
施
の
概
略
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
。

（
三
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
状
況

　
平
成
一
七
年
度
の
実
施
結
果
を
表
2
に
示
す
。
図
1
に
は
年
度
別

学
外
実
習
参
加
者
の
推
移
と
北
海
道
内
外
の
内
訳
、
図
2
に
は
参
加

学
生
の
学
科
別
内
訳
を
示
す
。
受
け
入
れ
先
企
業
の
業
種
や
機
関
数

学外実習・学外研修スケジュール表1

月 事項 担当
3月 ・実習期間調査を学科へ依頼

・実習機関の決定

学生課教務係

教務委員会

4月 ・実習機関へ受け入れ依頼文書送付 学生課教務係

5月 ・学生の希望調査

・実習機関からの回答

・学生の実習先機関を内部決定

・学外実習履修願・学外実習申込

書・誓約書等の提出

学級担任教員

実習機関

学生

学生

6月 ・学外実習申し込み書の送付 学生課教務係

7月

8月

・災害保険契約締結

　　　　学外実習（7月～8月）

・実習機関訪問

学生課教務係

学科教員

9月

12月

・学外実習報告書提出

・実習機関訪問報告書

・学外実習評定書または実習証明

書提出
・学外実習報告会

・成績の評価

学生

学科教員

実習機関

専門学科

専門学科

1月 ・単位の認定 教務委員会
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　　　　　　　　　　表2　平成17年度学外実習実施結果

学　　科 学生数（人） 希望者数（人） 決定者数（人） 希望率 参加率

機械工学科

電気電子工学科

情報工学科

物質工学科

環境都市工学科

46

40

36

40

46

25

30

31

31

44

8
2
9
3
1
3
1
4
4

54．3％

75．0％

861％
775％
95．7％

32％

97％

100％

100％

100％
計 208 161 143

は
増
加
し
て
い
る
が
、
表
2
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
実
習
希
望
学
生
を
受
け
入
れ

る
企
業
数
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
学
科
間
で
受
け
入
れ
企
業
が

限
定
さ
れ
る
た
め
道
内
と
道
外
企
業
の

実
習
先
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、

マ
ッ
チ
ン
グ
ル
ー
ル
で
実
習
学
生
を
決

　　　　図1　学外実習・学外研修年度別参加者数

　　　□道外霞道内
　　　噌専攻科道外　一一｛コー一専攻科道内　一鰯一企業数
　160　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90
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　140
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）60灘　、灘繋、霧2　9蠣3・
　40　　、羅急　　　　　LZ9L　　　　、74　　　　　．　　F＿　　“　　　一一 　　　　　　20

定
す
る
た
め
、
参
加
学
生
が
学
科
に
よ
っ
て
偏
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
改
善
す
べ
き
点
も
残
っ
て
い
る
。

　
専
攻
科
学
外
研
修
に
つ
い
て
は
、
学
生
数
三
〇
名
に
対
し
て
受
け

入
れ
企
業
数
は
二
五
社
、
北
海
道
内
一
五
社
、
道
外
一
〇
社
の
割
合

で
あ
っ
た
。
研
修
期
問
は
一
〇
日
か
ら
三
週
問
に
わ
た
っ
て
い
る
。

（
四
）
成
績
評
価

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
後
、
学
生
は
実
習
報
告
書
を
提
出
す
る

10020
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図2　学科別参加学生数
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校
と
と
も
に
所
属
学
科
ご
と
に
「
学
外
実
習
報
告
会
」
で
実
習
内
容
の

弾
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
実
習
機
関
に
よ
る
「
評
定
書
」
と

ド専
併
せ
て
評
価
を
受
け
る
。
実
習
先
で
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の

等
経
験
を
積
ん
で
お
り
、
就
業
体
験
と
と
も
に
成
績
評
価
を
超
え
て
、

高
．
学
生
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

集よ
せ尋

三
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
今
後
の
発
展
と
課
題

実
習
希
望
学
生
の
約
八
六
％
が
参
加
し
て
い
る
。
今
後
は
、
実
習
希

望
者
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
受
け

入
れ
企
業
数
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
実
習
期
問
の
延
長
な
ど
企
業

側
か
ら
の
二
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

四
　
ま
と
め

（
一
）
地
域
連
携
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
本
校
で
は
文
部
科
学
省
に
採
択
さ
れ
た
現
代
的
教
育
二
ー
ズ
取
組

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
G
P
）
「
学
生
参
画
型
産
学
連
携
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
利
用
し
て
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
る
学
生
を
育
成
す
る
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
第
四
学
年
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
三
週
間
以
上
に
延
ば
し
、
地
元
企
業
と
連
携

し
た
就
業
体
験
を
学
習
の
動
機
付
け
と
し
な
が
ら
、
そ
の
テ
ー
マ
研

究
の
成
果
を
五
年
生
の
卒
業
研
究
、
さ
ら
に
は
専
攻
科
特
別
研
究
ま

で
継
続
し
、
具
体
的
な
研
究
開
発
ま
で
連
携
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。

単
な
る
就
業
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
生
産
技
術
や
研
究
課

題
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
な
が
ら
学
校
の
授
業
に
戻
る
こ
と
は
技
術
教

育
の
動
機
付
け
と
し
て
意
義
深
く
、
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

（
二
）
今
後
の
課
題

　
本
校
で
は
学
外
実
習
・
学
外
研
修
を
技
術
者
教
育
に
必
要
な
授
業

科
目
と
し
て
位
置
付
け
て
単
位
認
定
し
て
お
り
、
平
成
一
七
年
度
は

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
今
や
教
育
機
関
と
産
業
界
が
連
携
し
て

行
う
べ
き
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
社
会
的
制
度
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
る
。
本
校
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
結
果
や

参
加
学
生
の
感
想
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
着
実
に
成
果
を
あ

げ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
進
行
中
の
地
域
企
業
と
連

携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
生
自
身
の
学
習
動

機
付
け
以
外
に
、
数
年
間
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
効
果
が
大
き

い
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
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